































































































































































































な課題としては 2年次の 11 月から 12 月にかけ
て 4pの雑誌小特集制作，1月から 4月はCUP，




















ス）は，2012 年（募集は 2011 年末）からはじま
った。言論機関として大学生の情報発信力やメデ
ィアリテラシー能力の向上に寄与し有為な人材を






















































愛大学 1名，淑徳大学 2名，城西国際大学 1名，
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（岸尾他 2008，齋藤 2010 など）もおおくみられる。
大学教育での利用も散見されるが，おもにメディ
アリテラシーの教材としてのことがおおい（渡邉














































































ナール生 5名と，参加時 1年生 1名，計 6名が参
加した。2014 年は出版研究ゼミナールから 3名
が参加 25）。参加時は全員 2年生だった。2013 年
は出版研究ゼミナールから 3名，国際関係研究ゼ
ミナールから 1名，エンタテインメント研究ゼミ









































2014 年 12 月 CUPへの参加依頼書が大学に届
く。大学として参加を決定。出版専門ゼミナール




2015 年 1月 7日，チームの初顔合わせで今後
















2月 20 日に CUPの開講式，3月 13 日に研修
が千葉日報本社でおこなわれた。開講式のあたり
からそれぞれ 1〜 2名の 5班にわかれて取材を開
始。取材とは別に筆者も同席して 2月 24 日，3
月 10 日，17 日，31 日，4 月 7 日，14 日，21 日
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［2015年掲載記事］
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《注》













は prepareand issue（abook, journal,pieceof




magazine,etc .）forsale とならんで tomake
general lyknown という意味がしめされ，さらに
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